










































































































う！」の授業は、2014 年度には 1 時間の計画で実施
したが、指導したい内容に対して時間が足りず課題が






めた （図 2） 。









































































    直接関連する内容
















































































































































4. 1.  評価方法




により検討した。自己評価は 2 校（WF 中学校 2 年生




学校 2 年生 121 人、YA 中学校 1 年生 90 人、BS 中学
校 2 年生 58 人、合計 269 人）についてである。アンケー
ト調査項目を表 3 に示した。なお、事後アンケートの
実施時期は、家庭で実践をする機会を得やすいように
考えて長期休業の後とした。（2015 年 10 月〜 11 月に
授業を行った学校は冬休み後の 2016 年 1 月に、2016
年 3 月に授業を行った学校は春休み後の 2016 年 4 月
にそれぞれ実施した。）






































































































A: よくわかった（できた） B: だいたいわかった（できた） 




















WF 校 42 27 11 23 49 54 
YA 校 30 6 4 16 38 40
BS 校 7 7 6 5 16 32 
合計 
79 40 21 44 103 126



































































































①熱 ①水分 ①圧力 ②ななめ ③綿 
WF 84 95 77 18 32
YA 64 75 67 48 43
合計
148 170 144 66 75
70% 81% 68% 31% 36% 
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上達したいと思う 222 197 23 2 
思わない 47 22 25 0 
無回答 0 0 0 0 
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